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1 WJD/ジェンダーに関する概要と政府の取り組み

1 .. 1 概要

大陸部とインド洋の島嶼から成るザンジパルの2つの政治システムが税合された国家であるタンザニアの所
得水準は、 1994年の一人当たりGNPが140USドルと、サハラ以南アフリカ諸OO平均値 (503USドル）をかな

り下阿っている（世界子供白者1997)。社会主義的な国家杭制経済から市場経済への移行を進めているが、

インフレ率は約20%と高く｀経済成長は思うように進んでいない。比較的好調な鉱業と建設業に支えられ、

1990年代以降、 GDP成長率は3~4%で推移しているが、製造業の成長が遅れており、経済はGDPの56%を占

める農業 (SARDC,1997)の好不調に大きく左右される。世銀1こよる構造調整プログラムを受け入れて経済

再建に取り組んでいるが、この過程で公務員の多くが戦を失ったはか、社会サービスが大幅に削減されてい

る。また、プルンデイ等、近隣諸国からの難民受け入れには寛大な態度で望んできたが、多くの難民が屈住

する地域では地域の森林資源等を圧追するために地域住民との問に軋棟が生じており、難民の存在が負担と

なってきている。

国士の多くが乾燥あるいは半乾燥地帯でおおわれているため、気候不順が干ばつを招き良作物や家畜に被害

を与えている。そのため農業で生計を立てることが困難になり、多くの男性が移住労働を余儀なくされてお

り、家族の生活に果たす女性の負担はますます大きくなっている。女性の仕事である水くみに要する時間が

増えることで女性の過労を招いているほか、清涅な水が,i;足することで家族の健躾に与える影響も大きい。

また、充分な食糧の確保が困難1こなっているこ l::が栄養不良を引き起こしており、保健サービスヘのアクセ
スの悪さとともに妊産婦及び乳幼児死亡を高く保つ大きな要因となっている。近年、エイズが主要死因にな

りつつあり、社会経済に破壊的な影響を及ぼすのではないかと懸念されている。 1995年末までに登録された

エイズ患者数は8,100名であるが、現実にはこの4-5倍の患者がいるものと推定されており、緊急の取り

組みが必要とされている。初等教育就学時には男女間で大きな差はないものの、女性は早婚・出産等により

中退するものが多く、教育の男女間格差も大きい。

女性は習慣法や伝統的な価値観に阻まれ、依然 十分な社会経済参加の機会を得られないでいる。担保を準

情できないために融資を受けることができないなど女性が経済活動への参画には樟害が多い。また、女性は

労働力人口の50%を占めるにもかかわらず、フォーマル・セクターで崩用されているのは女性労働力人nの
3%1こすぎない (SARDC,1997)。

1 -2 文化・社会的背穀

120以J:.Iこのぼると言われるタンザニアの諸民族の多くはパンツ一族系抗であるが、それぞれの民族には異
なる習慣や価値観が存在し、女性の権利や女性に肪待される役割もそれぞれ異なっている。また、植民地化

のプロセスで変化した女性の地位も存在する。たとえば植民地化以前は、結婚後も女性は出身家庭に属し綬

け、夫からひどい扱いを受けた場合には出身家庭が帷婚を申し出ることもおこなわれたが、植民地時代にこ

のような女性の出身家庭の役割は失われ、女性が享受していた保護も失われた。

近代化の急速な進展が人々の生活を変えつつあるが、家庭や地域では依然、各民族や宗教による習慣が色浚

く残っている。幼児期に男児あるいは女児に割礼をおこなう民族や一夫多妻制が一般的である民族も多い。

女子への割礼は性的欲求を忘れて家庭1こ奉仕するという H的でおこなわれており、割礼がおこなわれている
民族では言HLを受けない女性は一人前と見なされず、子供ができても「母」とは呼ばれないなど、様々な;i;
利益を被る。また、 27%の女性は一）大多妻紅lに基づく婚姻関係にあると推計されている (UN[CEF、1996)。
夫を亡くした女性を夫の兄が51き取る民族や、子供がいない女性は夫の家から追い出される民族もある。

宗教的にはイスラム教徒とキリスト教徒がそれぞれ人口の約30%を占めると推定されている。地政によって

主要な宗教は異なり、た1::えばザンジバルではイスラム教徒が99%を占めている。イスラム教の影響が強い
地峡では、結婚や離婚はコーラン1:基づくイスラム法によって律せられるが、女性は男性に保設されるぺき

という考えから離婚は歓迎されないことに加え、推婚に際じ（妻側が結納を返還しなければならないために、



離婚数は少ない。こうした宗教怯に加えて、タンザニアには政府による制定法と慣習法の三翫構造ができあ

がっており、それら相互にはいくつもの矛眉点が什在する。たとえば慣宵法では、—+.地を所有する権利や他
叫 k本的な人権が女性には与だられていない。また、多くの女性は慣習法や宗教怯しか知らないために制定

法で保沿されている権利に気づいていない。

ヽ

1-3 WJD/ジェンダー分野における政府の取り組み

♦ WID/ジェンダー政策

茫法では男女の平等な権利が保障されている。しかし結婚・陪婚、夫婦問の資産分配、養育権、相統等につ

いては慣習法によることが一般的であり、女性の権利はかなり制限されている。女子差別撤廃条約には既に

批准しており、政府は差別的な法律の改正に取り組む意思を表明している。

!992年に「タンザニア女性と開発政策 (Policyon Women in Development in Tanz.ania)」が発表されているが、

そのなかでH標とされているのは、女性と閉発の概念の明確化、ジェンダーに配慮した開発計画の推進、女

性の間発への参加を阻む悴害の除去、女性の加重労働の軽減、女性を対象にしたプログラム間のコーデイネ

ート推進の 5項目である。具体的には、初等教育の完全音及、中等教育における女子就学の推進、成人教育

推進、女性に対して差別的な法律の改正、母子保健・家族計固サービスの充実等をおこなうこととなってい

る。

・ナショナル・マシーナリー

名杯

識員数

予算

復能

地球開発女仕児童省 (Ministryof Community De.elopment, Women's Affairs and Children: 
MCDWAC) 

1涅月
不明

上記の「タンザニア女廿と開発政策J実現のための省庁間の調整及び実施

政府は、ジェンダーに中立な政策を利定すれば、女性への充分な支援になると長い間考えていたが、国連女

性の10年を契機とした女杜問題への関心の高まりのなカヽで、女性への取り組みを進める特別な仕組みが必要

であることを認織する1こいたり、地域間発女竹児童省が設立された。地域開発女性児童省は、充分な殿員と

予算を与えられていないため1こ、実施できる活動には制約があるが、このような省が設置されたことそのも

のが、大きな進歩と考えられている。また、政権党であるクンザニア革命党 (ChamaCha Mapinduzi: CCM) 

の大衆女性組織であるタンザニア女性同盟 (TheUnion of Women in Tanzania: uwr)が、政府・政党の方針

に女性への配慮を盛り込むよう働きかけをおこなっている。
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●他省庁によるWID/ジェンダー関連の主要取り雑み事項

. --
• 初許・中等教育への女子の就学促進

・女子の理数系Hn履作の促進
・教科書やが）キュラムからのジェンダーについてのステレオタイプ排除

教行省 ・中等教育校への女子寮付設

・貧困世帝出身の女子への奨学金提供

・女性に重点を置いた識字教育 (2000年までに非識字者を50%削減）

・女性の権利に関する啓蒙活動

・2000年まで1こ妊産婦死亡率を50%削減

保健省 ・2000年までに乳児死亡率を50(対出生1000)、5歳未満児死亡率を70U司）に削減
•安全な水の完全普及

法改正委員会 ．婚姻法、児童・未成年に関する法令、相粒法の改正

農業省
・女性への農業普及、小規模融資サービスの提供

・女性の協同組合への参加促進
'- -』

女性児童地域開発省がイニシャテイプを取り｀各省庁はWID/ジェンダーに関する政策を策定中であるが、

現時点で明確な取り組み事項を明らかにしているのはJ-.記の省庁に限られる。
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2 主要セクターにおけるWID/ジェンダー・イシュー

2 -l 教村

I)初等教育就学時には男女間1こ目立った差はないが、女子は中退者が多いために中等教育レペル以

J.:では大きな男女間格差が生じ、後期中等教育では女子は全体の21%にすぎない
2)親の消極的態度や早婚・若年出産を理由1こ女子は中退に追い込まれる

3)就学格差を背景1こ、女性の成人識字率(S7%}は男性を20ポイント以上、下回っている
4)理科系科目は男性向きというステレオクイブのために、女子が科学技術や農業技術を学ぶ機会は

著しく制限されており、高等教育就学を妨げる要因にもなっている

♦ 概況

初等教育 (7 年）、 •I•等教育（前期4年後期2年、計6年）の教育システムを採用しており、その後に3年

間の高等教育が綬く。 1974年に問始された［初等教育完全普及政策」が成果を上げ、 1980年には各村には最

低 1校の小学校が建設された。この過程で総就学半は当初、顛調に伸ぴ1980年には93%(1980年）に達した

ものの、教貝増貝等による教育の質の惟保を伴わないまま小学校建設が進められたために教育への信頼や期

待が失われ、その後、稔就学率は減少し65%程度にとどまっている。初等教育は1978年に義務教育化され無

償で実施されていたが、近年、施設の維持管理等は各学校の独立採算となり、生徒は学校運営費を負担しな

ければならなくなっている。今後は初等教育の完全普及とともに、依然、就学率が非常に低い中等、高等教

育の抗允や教村の改普が課題であるが、資金不足のために机がない学校も多く、教科吾もいきわたっていな

いのが実情である。 1970年代後半から1980年代にかけての経済不況は教育拡充にも大きな打撃を与えており、

教材・機材の供給不足、教貝給与の削減による意欲の低下、生徒の成績低下等を引き起こしている。教育に

向けられる'If金の80%はドナーからの援助でまかなわれている (SARDC,1997)。

♦ネ））・中・高等教育

初等教行の就学率には男女制で大きな差はないものの、女子は中退者が多いために中等教育1こなると男女間

格差が広がる。 1988年の統計によれば、前期中等教育就学者では女子は41%を占めているが、後期中等教育

になると21%、大学では17%1こ減少する。女子の中退の背景1こあるのは、周囲の教育に対する消極的態度に

早婚、妊娠による中退が加わることが大きな理由であり、 1針Uの妊娠1よ女子の教育レペル向上を妨げる重要

な要因となっている。また、家事手伝いを期待されて中退を余儀なくされる女子も多数1このぼる。女性の成

人該字率は57%と近年、かなりの改普がみられるが、前述のような男女間の就学機会格差のために依然、男

i生 (79%) を20ボイント以上、下回っている。後述するよう 1ご教育レベルと紆子保健、家族計画推進には正

の相閃関係があることが明らかになっており、保健医療状況の改善や人口抑制に教育の果たす役割は非常に

大きい (2-2保健医療参照）。

利学技術は男性向きの科Hと考えられているために女子の就学者数は非常に少なく、結果的に女子はコンピ

ュータ←→を含む新技術取得の椀会から取り残されている。また女子校では科学技術系の教科はあまり教えず

家庭科関述nmこ翫，点が置かれるなど、女性の役割や女竹向きの科tlIこついての社会通念が授業科目に影響
を及ほしている。たとえば中衿教脊で女子が農業を履修することはできない。技術系の科H履9多は高等教育
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進学への条件になるため、こうした女性が学べるHHについての制約のために女子は高咎教ff進学をあきら

めざるを得ない場合も多い。

♦教貝

初等教育では教員の男女比率は50%ずつに近づいているが、中等教'f,J:).上では女性教貝の比率は少ない。ま

た、女仕はJ-ー級殿になるほど数が減っており、教貝養成学校の校長40名のうち、女社は8名にすぎない

(SARDC, 1997)。技術調練校では10%、教貝養成校では23%、ダル・エス・サラーム大学では7%のみが女

性教員である。

♦成人教脊

成人に対する識字教育は、生活技術の習得を組み合わせるような形で実施されており、夜問学級や通信教育

を通じて実施されている。また、識字教育fH者に対しては、通信文作成等のプログラムを含む成人教脊も

実施されている。磁字教室への参加者は1969年には54万人であったが、 1986年には600万人以上に増加して

おり、このうち女性は約55%を占めていた。こうした識字教室は1980年以降、 10ボイント以.Iこの伸びをみせ

ている成人識字率の向上に貢献したと評価されている。

♦戯業訓棟・技術教育

自営業者や半熟棟労働者の育成を目的として様々な分野における戟業調終が実施されているが、経営技術や

起業のためのノウハウがカリキュラムには欠けており、そのため養鶏・養蛉等の一部の分野を除さ、職業局II

棟教行は実際の所得向上にはなかなかつながっていないことが報告されている。また、給与や社会的地位が

低いことに加えて学校設備の状況が悪いために、殿業訓棟校の教員のレベルが低いことも問題となっている。

タンザニア経済のニーズに適合し、しかも生産性が高く所得向上につながる技術を女性に提供することが求

められているが、戦業訓棟分野におけるWID/ジェンダー関連の取り組みは特におこなわれていない。 NGO

が実施する技術訓練も多いが、期間が短すぎたり専門性やiti勝性に乏しかったりするために効果は上がって

いないのが実情である。後述するようにインフォーマル・セクターにおいて小規桟事業に携わる女性は多い

が (2-4経済活動参照）、経営技術や流通のノウハウを知らないために事業の拡大ができず限られた生産

量と利益での営業を余俵なくされている女ftは多く、そうしたノウハウを学ぶことによる効果は大きい。

指標 全体 女性 男住

成人識字率1995年（％） 68 51 79 

初等教育稔就学率 1989年（％） 63 63 64 

中等教育稔就学$1989年（％） 4 4 s 
高等教育総就学率 1989年（％） 0.2 N.A. N.A. 

政lfl予算に占める教育予算割合 J994if.(%) 6 

表1 主要教育指標

出典：世界子供日書1997、WorldBank,1993、SARDC,1997 

表2 中等教育就学者男女比(%)

， 女訂校男性 1 姐t私1校血

表3 ダル・エス・サラーム大学卒象生男女比
' '  卒業生

女性ー「一男性

1982 

1990 

32 

37 
8
_
3
 

6

6

 

38 1980 
1991 

26% 

15% 
74% 

85% 

出典： Tanzania Bw℃ au of Statistics, 1992 出典： Tanzania Bureau of S!a!istics, I 992 
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表4 M•I溶教脊教R数と男女比.. 

1986 1990 
' 女仕 男仕 女It 男性
37 58 40 51 

I 4 2 5 
-----

38 62 41 59 

出典： Tanzani, BureauofS1a1istics. 1992 

表5 成人滋字教育の実純状況

411_12 

5
6
3
 

9
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6

8

 

9

9

 

I

I

 
出典：Tanzania Bur<au of Statistics, I 992 
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2-2 俣健灰根

l)若年・頻回出産、栄養不良に不適切な処匿が加わって、妊産婦死亡率はno(対出生10万）と非常
に高い

2)妊産婦の健康は、重労働、間違った栄養知識による栄贅不足等による不安に常にさらされている

3)特に男性のill.IIこ子沢ti!を望む文化が根強いために合計特殊出生率は5.7と高い

4)エイズの母子感染は新生児の3.9%に及んでおり、早急な対策が必要とされている

♦摂況

保健I哀税シ7-.テムはインフラ面では郡、村レベルでもかなり晋及が進んでいるとされているものの、地埃に
よって普及にはかなりの偏りがある。農村部には最寄りのヘルス・ボストまで5-tokmを歩かねばならない

地坂もあり、待ち時間を加えると IB近くを費やさねばならない。加えて、医薬品・楼材の不足や、最為レ
ベルの給与を稼ぐものでも副業にいそしまなければならないはどの給料の安さに起因する距粗従事者の低モ

ラルなど、多くの課題を抱えている。 1993年にそれまで無料でおこなわれていた医療サーピスは母子保健分

野を除いて有料化されたが、この変化が人々の保健サーピスヘのアクセスや健康状態にどのような影響を与

えているかは、まだ明らかになっていない。主要死因はマラリア、呼吸器惑染症、エイズ、チフス、コレラ、

輝 l等であり、衛生環境の改善や適切な処置で防ぐことがでさる疾病が大部分である。 1994年に策定された

社会セクター戦略 (SocialSec1or Strategy: SSS)では、政府は予防医療、基既医療、啓茉活動に軍点を置い

た政策の推進を計面している。

・け子保健

妊産婦死亡率は770(対出生IO万）とサハラ以南アフリカ諸国平均値 (561)を200以上も上回っている（世

• 界子供白書1997)。その主要原因は出血多量、敗血社、異常分娩、貧血、マラリア等である。高い妊産婦死

L半の背景には産前検診受診タイミングの遅さ（多くの女性は5カ月以降に受診）、蔓延する栄養;i,良、若
年・頻回出巌衛生状態の悪さ、分娩時のトラプルに対する;i;十分な処置が拳げられる。妊婦1こは栄蓑面等

で特別な配慮が必要であるとの認識は少なく、妊娠中も許段同様の農業活動や水くみを統けるほか、妊娠中

に蛋白質を摂取しすぎると胎児が育ちすぎて分娩に支停を来すといった言い伝えを信じ、十分な栄養を取ら

ない民族も存在する。このような妊娠中の厘労働と栄養不足は母子の健康に悪影響を及ばしており、ヨード

欠乏症や貧血に悩む妊産婦はかなりの割合に達している。慢性マラリアや回虫が貨血の原因となっている場

合も多く、女代の15%は身長が150cm以下であるなど栄養不良の影響は大きい (SARDC, 1997)。また、 10

代女性の23.2%が母親であることが示すようにリスクの店い若年出産の多さが妊産婦死亡を引き上げている

ほか、 8-9歳でおこなわれる割礼の際の処置のまずさが出産時のトラブルにつながる場合もある。保健員の

介助による出産は53%であるにもかかわらず、奸産婦死亡率がこのように高い背景には、介助のほとんど

(53%中、 47%)が看譲婦や保健ワーカーによるもので、そのなかには充分な邸1棟を受けていないものが多

く処置が不十分であること等が原因であると考えられる。同様に最低1回は迂前検診を受けた女性は妊産婦

の95%にのぽっているが、そのうち医師の検診をうけたものは6%であり、ほとんどは適切な検診を受けてい

ないものと推定される。

女i生はAlこ2-3時間をかけて水を集めなくてはならない。このような水や燃科帷保に要する労拗掻は女性の
1 LIあたり平均カロリ・ー摂取絨の113から114を泊れしており、女性の労働負担を煎くし徒康に影罪を与える

煎要な要因となっている。タンザニアでは水くみは女性の仕事であることから水供給プ＂グラムは衛生状態

の改袴を通じた家族の健康向．卜＿はもちろんのこと、女i生の労豹軽減に大きな慈味を持つ。

乳児死亡年は稼々に改許されてきており、 1960年の147(対出生1000)から1995年には100(pl)に減少した。

ー
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しかし、 65(対II位 1000)から200(同）と乳児死亡半には地埃によって大さな格差が存在しており、保健
サーピスヘのアクセスが悪い農H部では依然、乳児の健康1よ錢しい状態にある。上述のように若年・頻回出
発のために母体が梢耗している•ことが、紙体煎児や栄養不良児、さらにはピタミンA欠乏症による失明等の

原囚となっている。け親の教育レペルと乳児死亡率には相関関係があることはタンザニアでも藉認されてお

り、全く教脊を受けていないけ親から生まれた乳児死亡率が101.1(対出生1000)であるのに対し、中等教

育以上の教育を受けた母親の場合には71.8(同）である (SARDC,1997)。

●家族計恒

保健医税機関の80%では何らかの家族計画サービスを提供しているが、近代的方法で避妊を実行している女

性の割合は5%と非常に低い。家族計両に関心を持つ女性は多いと考えられているが、一方で子沢山が好ま

れる伝税も根強く、合計特殊Ill生率は5.7と高い。そのため、平均して20年間で人口が2倍に増えるという
傾向が絞いている。女性より男性の方が望む子供数は多く、家族計画に関しては男性の意思決定が重要な役

割を果たしているが、夫と対等に子供の数について話し合える夫婦は依然、少ないと言われている。

♦ エイズ
近年、エイズ流行によるf:J:子感染が増加しており、顧調に減少してきた乳児死亡斗；が再び増加するのではな
いかと恐れられている。母親からエイズに感染して生まれてきた新生児数は1994年には27,586人であり、母

子感染は新生児の3.9%1こ及んでいる (Work!Bank, 1993)。アメリカ統計局 (USCensus Bureau)は、このよ

うな状況が枝けばエイズの影響で乳児死亡率が25ボイント増加するだろうと警告しており、緊急の取り組み

が必要な札況である。エイズ患者は商業活勁が盛んな都市部や市街区に集中しているが、都市部では農村の

ょうに親族からの生活支援が得られにくいため、患者はより設しい社会環境に置かれることが報告されてい

る。

人口 1995年（人） 29,700,000 1歳児予防接種率{%)

人口増加率 1980-95年(%) 結核3.1 92 

16歳未満Arl割合1995年（％） S3 3種混合 88 

出生児平均余命 1993年（女性） 53.5 ポリオ 86 

（男性） 50.5 はしか 82 

相出生$!995年 42 妊産紐死亡率 1990年（対出生10万） 770 

祖死亡!I'.199S年 14 介助付き出産の割合 1990-96年（％） 53 

乳児死亡率 1995年 m出生1000) 100 合計特殊出生$1995年 5.7 

5歳未満児死亡半 1995年（対出生IOOO) 160 避妊普及率 1990-96年（％） 20 

低出生体麗児の割合 1990-94年（％） 14 政府予算1こ占める保健予算比半 199砕'(%) 4 

虹体厘栄養不良児（巾重度）の割合（％） 29 

表l 主要保健指標

出典：Tanz狙 iaBureau of S1a1iS1ics, 1992、世界子供白書1997

妊籍および授乳中の女t1
~n人口

出典：n叩:EF,1996 

80.0 
32.0 

ヨード欠乏症

52.0 

25.0 

8
 



表3 f.'j親の就学経験と乳児死亡珠； 表4 妊窪婦死亡の主要原因 (1986年）

、9 乳児死亡半

就学経験なし

何らかの就学経験

1967 l 1978 I 1988 
128 

1091 

出典：・fanzaniaBureau of Statistics. 1992 

敗血症 28 

出血多量 19 

子宮破裂 17 

貧血 s 
その他 28 

不明 3 

出典： UNICEF, I 990 

表5 保健衛生関連指標

稔人口に占める安全な飲料水を入手できる人の割合(1990-96)

稔人口に占める適切な衛生施設を利用できる人の比率 (1990-96)

総人口に占める保健サーピスを受けられる人の比率 (1990-9S)

出典：世界子供白書1997

全国

38 

86 

42 

郡市

73 

96 

農村

29 

64 

n.a. n.a. 

母親の教育レペル 産前検診受診率
母親の破傷風 保健員が介助する

はしか予防接種率 ORS利用牢
予防接種率 出産の割合

就学経験なし 86 66 3S 71 66 

lJ1等教育出席 93 72 53 82 77 

初等教育修了 95 76 64 88 74 

中等～高等教育 99 72 84 94 84 

表6 /:J親の教育レペル別にみた屈子保健サービス利用比半 1991-1992年（％）

出典： SARDC.1997 

け親の教育レペル
乳児死亡中 5歳未満児死亡率

中度の発育阻害（％） 中度の消耗症（％）
（対出生1000、%) （対出生1000,%) 

就学経験なし IOI.I 162.3 S0.3 6.1 

初等教育修了 98.0 146.7 45.6 5.4 

中等～高等教育 71.8 100.8 27.6 4.0 

＾ ロ

計 99.4 153.6 46.6 5.6 

表7 位親の教育レペル別にみた子供の健康状態 1993年

出典： SAROC, 1997 
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2 --3 牒林水発熟

l)農作業の7割近くを女仕が担っているにもかかわらず、教育レペルの低さや女性に割り当てられて

いる家庭!Alの責任のために新技術取得や融資獲得の機会は限られている

2)制定法では女性の±地所有が認められているものの慣習法では男性しか土地相稜ができないために

llとんどの女性は夫や息子を通じてしか土地の利用を許されない

3)文化的制約守のために女性への普及活動には困難が多く、女性の農業および林業普及参加率は、そ

れぞれ6%、3%にすぎない

4)担保として±地証書が必要なことに加えて、・融資手続きの複雑さや女性に対する金融機関の消極的

態度に阻まれ、女性の小規模融資利用率は低い

♦概況
タンザニアの窪業構造は農業に大きく依存しており、雇用労働人口の84%、全世帯の90%は農業に従事して

いる (SARDC,1997)。また、そのうちの圧倒的多数は小規模農業従事者である。 GDPに占める農業の割合

は57%(1994年）であり、その他の生産セククーを大きく引き離している（国別協力情報ファイル. 19%)。

主要ti;出産品はコーヒー、綿花、コプラ等である。過去5年間ほどの間に換金作物の生産・販売に携わる農
民数が増加したが、このような仰向は農Itの所得向上につながっている一方で、自給用に貯蔵される作物量
の恨ドやB給用農地の減少を招き、生活！こ充分な食穫を帷保できなくなっている農民も存在する。また、近
年、換金作物の価格が紙下するにつれて農粟生産以外の収入を模索する農民も増加しており、移住労働を選

ぷものも増えているc 一都地域では千ばつのために緊急食料援助がおこなわれているが、別の地域では過剰

'L荏品が余っていると報告されており、農業産品の集荷・貯蔵・流通システムには多くの問題を抱えている。

♦ 哀菜

女住の農業[~社に対する貢献は大きく、農業労働人口の75%を女性が占めており、国内で消費される農産物

の80o/cを女性が生殺している (SARDC.1997)。家畜と換金作物は男代、自給作物は女性というのが農業に

閲する一般的な男女間の責任分担であるが、実際には女性は家畜への餌やり、換金作物の除卒・収穫等を含

め、農作業の7割近くを担っている。このような状況を反映して、農業分野は女性の労働力人口が男性をJ.:.
回っている唯一の分野となっている。収穫した作物を家や市場へ述ぶことも女性がおこなっているが、市場

での販売はタンザニアでは男1生の役割である。また、現金収入の使注1こついて決定権を"ffするのも男性であ
る。

女i生は哀業生産1こ男性以上に貢献しているにも関わらず、教育レペルの低さや家庭内での責任のため、技術
研ttゃ融資提供の機会を得ることができないことも多く｀女住の生産力向上には惇害が多い。換金作物への
依存が高まり、自給用作物の債苔が減少していることとあわせ、女性の立揚がこれまでよりも弱くなってき

ていることが烈念されている。 1991年の協同組合法の改正以降、女性も協同組合を結成することができるよ

うになったが、実際の参加はいまだ限られている。

♦土地iliii権
1971年の婚姻社により、女性にも財在所,/j権および財粍処分権が与えられたが、注祁履行を促すためのメカ

ニズムは存在しておらず、農村女仕のなかには自分たちの権利について知らない女性も多い。制定法では男

女ともに土地を所打できることになっているが、慣習杖では土地は男性しか相統できないことになっている

ため女性の土地ffi;/fは認められておらず、女性は夫や息子を通じてしか土地の使用が許されない。女性は通
常、 nら朋入することによってしか土地を所-{jすることがでさないが、このような女社による土地購入は都
Iヽi部では稀におこなわれているものの農村部ではほとんど例がない。農業生産に従市する人口を男女比でみ
ると女t1が男性を上[ri]るにも関わらず、女t生で土地を所有しているのは16%にすぎない。このように、農業
が女ttの主要な経済活動の楊であるにも関わらず女性の土地へのコントnールが若しく制限されていること

10 



が、女性の生社力向上およびrJi得向.I・.を妨げる要因になっている。

♦ 農業粋及貝
女性が家族外の男性と単独で話をすることには強い社会的抵抗があることや男女が同席する場では女性は発

言しないことなどから、女性に対する農染許及は容易ではない。良発背及プログラム参加者のうち、女性の

割合は6%にすざない (SARDC, 1997)。農業抒及1こついての怜報は夫から得るしかないというのが多くの

女性にとっての現実である。

♦小規模融貢へのアクセス

小規桟融貨の利Ill状況1こ閲するデータは男女別1こなっていないことが多いために詳細な状況は明らかではな
いが、女1生は、 l)担保として土地所有証書を要求されること、 2)融資手絞きの複雑さ、 3)換金1乍物や
中規校以上の企業活動への敵資を金融機関が好むこと、等の理由で融資の利111を阻まれる場合が多い。近年、
政府や多くのNGOが女性の起業を支援するために担保等を必要としない小規模融貨プログラムを実槌してい

るが、実施規模は限られており、教育レペルの低さ等が原因で女性のなかにはこのようなプログラムの存在

を知らないものも多い。また女性は小規桟融資ならともかく、まとまった金額を借りて事業を起こすような

ことはやらないと一般的に考えられているため、多額の融貨を希望する女性に対する金融懐関の態度は非常

に泊極的であるばかりか敵対的であることすらある。投資資金を捻出するために貯苔をすることは、生活1こ

必要な消耗品や医薬品、教科打等にかかる出費管理を女性が担当していることを考えれば困難である。農H
金融横関としては政府のCooperativeand Rural Development Bank (CRDB)が主要機関であるが、借り手のはと

んどは男仕であり、女性は融資にあたって夫の同意が必要である。女性のなかには少しでもまとまった資金

を手にしようと、グルーブのなかで拠出金を顧番1こメンパーに貸してい<-神の講組織 (Upato)を結成す

るものもいる。

．
 

♦林業
タンザニアの森林は年0.3%の割合で波少を紐けていると推定されており (SARDC,1997)、森林減少は土壌

浸食｀塩害、農業生産低下などの被害をもたらしている。女性は週に平均3回、 5km以上を歩いて薪を集め
なければならなくなっており女性の労働負担が増しつつあるほか、建設資材等も入手し1こくくなっている。
購入しないとこれらの森林資源を手にいれられなくなっているような場合には、世帯の経済状祝を追いつめ

る一因にもなっている。このように女性と森林責源との関わりは深いが、林業関述の普及プログラム参加者

に占める女t生の割合は3%1こすぎない (SARDC,1997)。

●水産業

近年、洵片線や湖岸に居仕する人々のなかには、農産品価格の低下がうlき起こしている収入低下を補うため
に水産業に従事するものが増加しており、人口の10%が従巾していると推定されている (SARDC,1997)。

水産業については、多くの村蕗では漁獲塁が最大となる用期に外部との交通がた断されてしまうために、近

隣It落での販売を中心とする小規棟営業にとどまらざるを得ず、余剰漁獲を売りさばく手段がないために生
産拡大への意欲が生まれていない。また｀漁業関連に割り与えられている予算は微々たるものであるため、

音及貝が村落での背及活動をおこなえる椴会は限られている。タンザニアでは漁業権は毎年、更新されるこ

とになっており、漁業権の取得にあたって男女間に差別はない。しかし女性は、淡水漁業に従事することは

あるものの、一般的に洗浄、乾爆薫裂等の加工や販売に携わることがほとんどである。政府は漁業への女

性の参加促進を計画中であるが、具体的な政策は立案されておらず、また漁兜関連の将及プログラム参加者

に占める女性の割合は5.8%にすぎない (SARDC,1997)。

表1 主要農業指標 表2
1970 

GDPに占める農栗比率 199咋(%)

労働力ADIこ占める農業従事者の割合(%)
農業セククー成長率 1993年（％）

出典： OO別協力情穀ファイル,1996 

1990 

全体

女n
男性

門
祠
0
8
4
_
 

8
8
7
-

出典： World Bank, 1993 

II 
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表3 イリンガ地区Ht裕の女仕生活時間飼査粘呆

泊動 峙間 割合
(l[lあたり）

諜理 4.00 28,0 

農地労働 3.30 2S.O 
水くみ 0.45 5.0 
薪焦め 0.30 3.0 
育児 0.15 2.0 
掃除・洗濯 1.00 8.0 
休憩 2.00 14.0 
その他 2.00 15.0 

合計 14.00 100.0 

出典：Tanzania B皿~uof StaliSlics, 1992 
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2-4 経済柄動

I)女性の貨金届用は徴増傾向にあるものの、教育レベルの低さ等が影響して女性の仕事と考えられて

いる低賃金戯種に集中している

2)労働）J人口中、女性は刃％を占めているが、フォーマル・セクター従事者のうち、女性は27%にす

ぎない

3}旭Ill数の減少と実質賃金の低下に伴い、インフォーマル・セククーに従事する女性が増加している

が、そのほとんどは非常に小規模な事業に携わっている

．
 

，
 

♦概況
徐々に民営化が進められているものの、製造業セクターは、依然、国営企業が中心となっており、官僚主義

的体質や不十分な設備等のために思うように成長していない0 1990年代に入り、登立な鉱物資源の開発が進

められ外貨獲得に貢献するようになっている他、今後は豊かな観光責源を生かした観光業の成長に期待がか

かっている。 1980年代後半からの構造調整プログラムによる経済再建計画実施のプ0セスで公務貝の採用は

凍結され、多くのものが解扇されたほか、閉鎖された企業や公社も多い。また、 1980年代の経済不況を原因

として市場経済化の推進とともに、失業者が増加し、インフォーマル・セクター従事者や小規校事業従事者

が増加しているが、正碑な枝計が存在しないことから経済に果たす役割を正確に把提することは難しい。

♦労慟参加
労働力人口中、女性は50%を古めており（人間開発報告書1996)、女性の労働参加は高い。また、貨金労慟、

無給労働をあわせた労働に関する調査では、タンザニア女性の労働時間は男性よりも長いことが明らかにな

っている。女性は最多数を占める農業分野における労働の他には事務識や小売業が多く、専門戦等に就いて

いるものは少ない。就業できる職種、業種に関する性別に基づいた敢格な制約は存在しないが、竹別役割分

担に関する社会的規範が根強いために労豹市楊における男女間の図別もかなり明砕であり、女性は教育レペ

ルや身につけている技術のレベルが低いために低貨金の殿種での扉用が多く、看護H、助産婦、タイピスト
といった女性の琺業と考えられている仕事に就いているものが大部分である。構造調整プログラムの影響で、

以前よりも多くの女性が家庭外での賃金労拗を選ぶようになっていると報告されているが、明罹なデータが

＃在しないために状況は明らかではない。

●雇用活動

フォーマル・セクター従事者に占める女性の割合は27%にすぎず (SARDC, 1997)、一般的に女性の仕事と

考えられている看護婦、秘書や他の単純非熟練労慟に従事しているものが多い。管理数レペルに就いている

もののうち、女性は4%にすぎない (SARDC, 1997)。貨金屈ffl契約を結ぶにあたって夫の許可は求められ
ないものの、現実には夫の同意が必要であり、女性の冠111参加を妨げる一因となっている。また、教行レベ
ルが低いこと等が理由となって高いボジションに就いている女性が少数であることもあり、女性の打金は男

性の&8%1ことどまっている (WorldBank, 1993)。1980年代に実質貨金がn減りしたために、 :It金レペルの低
い女性の生活はますます若しくなっている。構造調整プログウムの過程で朋屈された公務Hはクイビスト、
事務敬、オペレーターといった女性が多数を占める下級殿の扱具が多かったために、行政改革の影響を女性

がより被る結果となった。

1975年の屈用法は雇用機会の男女平等と同一労豹・同一貨金を定めているが、法律の履行を確実におこなう

ためのメカニズムは存在しておらず、このような法律の存在を知らない女性も多い。また、[,]法は製造烹で

の夜10昨から朝6時までの勤務を禁止しているはか、 3年毎に12週間の--ti給産前洋後休暇を与えることを定
めている。しかし、これらの恩恵を卒受できるのは都市部のフォーマル・セクター従事者に限られるばかり

13 



か、屈Ill者はこのような女性への措阻を不必要な経Rと考え、女性の扉9りを敬遠する傾向にある，
’、

鼻

♦ インフ t --マル・セクター

インフォーマル・セクター従事者は、 1980年代巾盤以降、フォーマル・セクターにおける扉用数と賃金が減

少するにつれて増加している。実質賃金の日減りによりインフォーマル・セクターで副業に従事して生活費

を捻出している公務貝も数多い。女性賃金労働者の比率が労働力人U中、 3%にすぎないことからも推定さ

れるように、女性のほとんどはインフォーマル・セククーに従事しており、特に都市部でその割合が高い。

近年の実質賃金の急激な低下にともない、夫だけの収入では生計が立てられず、インフォーマル・セクター

に進出する女性が急増している。ダル・エス・サラームの未登録インフォーマル・セクター従事者のほとん

どは女性であると言われており｀農業、漁業、工業、製造業、建設業、レストラン、ホテル等、女性は様々

な業種に就いている。自身で事業をはじめる女性の多くは、食品販売、美容院等に従事しているが、それら

は女性が伝税的におこなってきた活動であるため男性からの反発が少ないことが事業選択の大きな埋由とな

っている。女性は担保を準情できないために事業開始資金を借りることが困難なケースが多く、ほとんどの

場合、非常に小規校な活動に携わっている。

表l 労働指標

成人労動力人口1こ占める女性lt率1990年

稼働所得割合 1993年

失業率

出典：人間開発報告書 1996、SARDC,1997 

表2 産業別GDP構成比（％）

50% 

女性47.5%1―韮52.5%
女性 4.2% 男性 3.6%

表3 産業別就業人口割合（％）

1990 1992 !994 

農業 59 61 51 

工業 12 12 17 

（工業のうち製造業） {IO) (5) (8) 

サーピス莱 29 26 26 

AUi¥ I 85 
工業・製造菜 5 

サービス業

出典：国別協力情報7ァイル,1996 出典： OO別協力情報ファイル,1996 

表4 産業別成長率(%)

1990 1992 1993 

晨菜 -4.9 2.4 7.3 

工業・製造業 20.0 3.3 0.8 

サーピス業 -0.7 2.3 l.3 

出典：国別協力情報ファイル， 1996

表5 労拗力人口比率の推移(%)

女性 I 男仕
1967 

1978 

1988 

73 

82 

91 

88 

81 

88 

出典： Tan,ania B田eauol Statistks, 1992 

表6 殿種別労働力人口に占める女性比率(%)

殿種 女性比率

サービス業 39 

事務職 45 

専門薇 27 

管埋殿 14 

出典：SARDC, 1997 
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表7 農業以外の分野における性別居住地別労働力人ll(単位、 ・l人）

全体 良ti部
女性 男性 女性 男性 女性

製造栗 n 206 ？ 60 15 

事務殿 47 58 8 17 39 

専門職（教員等） 88 244 41 11 l 47 

行政・管理職 6 36 2 16 4 

サービス 106 164 40 46 66 

小商い 104 276 24 19 80 197 

その他 38 61 22 31 16 30 

出典：Tanzania B匹 .>uof Statistics, I 992 

表8 雇用形態別労働力人口構成比率(%)

1967 1988 

女性 男性 女性 男性

賃金醗Ill 2 16 3 10 

自営／インフォーマル 83 67 61 S8 

家族労働 16 17 3 2 

出典：Tanzania Bureau of Statistics. 1992 

表9 主要セクターgl]扉用人口、性別届用人口構成比率、瓶用人n性比 1990-91年
性別艇用人口構成比$(%) 雇用人口性lt(%) 

セクター 雇用人口（人）
女性 男性 女性 男性

農林水産業 9,164,059 90.4 78.0 53.6 46.4 

鉱業 102,819 0.1 1.8 4.0 96.0 

製造業 238,941 1.2 3.2 27.5 72.S 

建築業 91,649 0.1 1.6 S.4 94.6 

インフラ建設 691,388 S.3 7.4 14.7 58.3 

貿易 !09,062 0.2 1.8 8.7 90.0 

運翰 24,3S4 0.1 0.3 8.7 74.3 

金融 454,615 2.6 5.1 30.0 70.0 

合 計 10,889,205 100.0 100.0 49.9 $0.l 

出典： SARDC, 1997 
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3 WID/ジェンダー関連援助実績

プロジェクト／ブログラム 実俺機闘 援助機関 闊問 予算 (US$) ジェンダーに関する事項

..會 'ヽ ヽ ： 

女子中等教育支援（バイロット Merit 世餓 1996~ 低所得家庭の女子に対する奨学金の

・ブロジェクト） lntemationa 1997 提供

I Based in 
K,baha 
(NGO) 

学校施設修復 世銀/PMO 1990~ 女子教育措道への間接的効果

1997 

学校籍持賣理ブログラム DANIDA 1989~ 女子教育饉進への間接的効果

1996 

教育ブログラム 1988- 幼稚園修復

(Mtwara, Lindo) 1996 ... ： ,, ~ ヽ
~ ~ 

~ ・~ ,' ~ ~ 

雄牛バイロット・ブロジェクト Mtwara地方 ~1997 雄牛順入支援のための女性／青年へ

農lil局 のローン提供

伝統的濯漑生産 Poverty FAO 女性組織による伝統的濯漑生薩支渠

(K,!imaojaro) Africa ／女性組織への循環資金提供 ， 

小規横農家閉発ブロジェクト IFAD 濯漑詈理委員会への女性の参加 (40
％）促進

南部高地賛及／農村融資ブロジ IFAD 1999年までに家畜や天然資瀑管哩に
ェクト {lringa,M畑ya, 胃する着及サーピスを葦化／農村融

Rukwa, Ruwma) 資サービスヘの支擾／組織支援

温業 ~ ~ ~ 

し
'.-・. :、 9・

｀~~ 

. 

絞合的漁菓関発 (Kageral FAO 920,000 短期•長期の技術訊諫

タンガニーカ湖漁菓開発技術協 FAO 1994 320,000 女性の漁菓／関連活動への参加拡大
カ/Ill資ブロジェクト（第4フ
ェーズ）

.. 
イリンガ土壌•水質保全プロジ デンマーク 1995- 2,900,000 技術支援への女性の参加帷道
ェクト (HIMA) 1997 

樹木種プログラム(NIGP) テンマーク 1994- 1,700,000 技術支援／馴籟
1996 

アグロ・フォレスト1Jー・プロ EU 1993~ 600,000,000 女性に焦点を当てた持読的な土地i•J
ジェクト (SongeaDistrict) 1995 用の促遣

森林保全・開発ブロジェクト EU 1993~ 2,900,000 森林利用の改善／地域社会の生活環
(East Usambara) 1996 境の改鶴／女性が生活にfl)用できる

森林材の提供

タンザニ7林菓行勤It函 ill!!-養錢局 フィンラン 1991~ 1,300,000 女性の参加促進
(TFAP)実施支援 ド 1995 

農村統合支援 (RIPS)ブログラ フィンラン 1992- 3,700,000 地域社会のネットワークの改書．農
ム ド 1998 H地域の運輸・哀業等の改•

キリマンジャロ村溶林菓ブロジ JICA 1992~ 2,800,000 森林保全／環境保護／住民への啓蒙
ェクト 1997 ／樹木の種の生産／馴練 ， 
環境ブロフ7イル (Mbulu, オランダ 1994 BS0,000 環境ブロファイルの作成／ワークシ
Mo叫ul,) ョップの開催（女性の参加促進）

林菓・養惰関発プロジェクト SIDA 1994/199 土壌保全／着及／能力開発／遍路建

5 餃支援（女性のニーズ鯛査実籍）

経済活動
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m場

ブロジェクト／ブログラム 実籍機関 援助讀関 期閲 予算 (US$) ジェンダーに舅する事項

食品加工産菓における女性起菓 Association 5100/UNIDO 1993~ 参加型馴練／女性の組讚化促遣／高

家訓樟ブログラム of Women Iオーストラ 1999 菓活動への参加支援／循環資金設立

Food リア

Processors 
(NGO)(CHA 
KIWAVYA) 

起戴家開発ブログラム 政府，NGO S1D0 1994~ 零細起菓家に対する資金・勘l錬提供

（受益着の45%が女性）

自助組織支援 S100/GTZ 1993~ 自助組織に関する助言サービス・訊

2001 練（受益考の60%が女性）

絋物資源局強化 鉱物資源局 UNDP 1991~ 600,000 長問・短期訓練

1996 

繊維産業及び関連産菓における 1995~ 女性に対する劃諫

女性の生産／起業技能向上支攘 1998 

その他 ： ,_ ,_:・ -, :-'. "ヽ ：＇
：ヽ ~ ~ 

タンザニア女性の生産活動に対 地域開発女 DANIDA/UN 1989~ ピジネスに携わる女性への訓練／経

する融資提供 性児童省 IFEM/UNDP 1995 演活動のための女性の組織化／融資

/ILO/AOF 提供

海洋環境ブロジェクト FINNIDA/ 1996 参加型馴練支援／青年・女性の組織

RIPS 化／融資・貯蓄プログラムの導入

，
 
ず
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4 情報入手可能組織／人材リスト

実績

名称／氏名（専Ml
（ブロジェクト内喜／

帽告書／着作檸 運縞先
闊閻、社会ジェンダー分

析の経験尊）

致府 M,n.,tryofO: 匹 uniry!J<ヽ・,!opment 1991~1997 Training Esaluation MCDWC 
Wom,n Affair, and 0, ふlr<n,

Fu叫 forTanzania Report. 101. DAR ES SALAAM 
M,~M訊luMヽung;(P,oject伍lor)

Women (TFTW) 

コンサルタ Rural ln1<gra1<d Proi<,<1 Suppo• 農村開発促進 Maline RIPS 

ント 匹 ,amm<RIPS., 
Environment Office clo 255-57-3)557 Mtwan U叫i

Mwajuma Said M凶ganah

Agri.."Ulturt Department-Mlwara, 農H女性のための家計及 Pegionpea Tel :JJJ 121, 333-076. 333621 M11Jtara 
Grace loj<e Solomon 

び栄養状況についての闘 Processing and 

鰊・助言 Utilization 

Agriculture Department -M1wara, 農民への野菜・累物の生 P咤1ionpea Tel :JJJ076 Res33J254 
llann,t, S. Msili 

嚢／讐瑳についての肋言 Process; 叩 and

Utilization 

Wildlife Con幻 rvatioo 硲~tyorTarizania WCSTコーディネーター The coastal WCST cv,・csn. 
forest p,ojects Bo又.10')19

Alke S Bhukoli 
woll<sinthe Tel 24571 fax:25471 

threatened 
WC.ST. 敦冑/WIDオフィサー 1996 Coastal WCST 
~thN.M臼·akimi

f0<est Projects. B<>x.70919 DSM. 

Liヽ~i,t..x-kEx1ens和 MOS, 家貪．豚．山竿・羊の窮 r,U339% 
D1,・.,minis1er Moshi 

青賛及

Gender Desk . The Ne訳・rland-;Em邸 sy. WIDに関するワークショッ ThcN<如,,四 sEmbぉsy
Mary Rusimti 

プ／ジェンダー霙運問題 P.0.BoJt. DAR F,S SALAAM 

のコーディネーター

l1Nlf£M-瓜 :DP. ナショナルマシナリーの UNDP, DAR邸 SAU.AM
Le,ida Mukura.<.i 

組織強化支援

⑮ ER, 女性と青年に11lわる農村 CEGER 
8tぐrMk.wi1u (faecuti,e Diぶ 101)

参加型1t繭の評iii(社会 P.0.Box.77587 DAR ES SALAAM 

経漬／ジェンダー専門家 Mobitel:08 I l-.l20SS2 

） 

CEGER, WID関連プロジェクトtt画 CEGER 
R心<'!Emm邸 uぐl(Dirtx:1俎）

及び女性起稟家支攘（社 P.0.ll-0'-77587 DAR駆 SALAAM

会 ・WID訓錬専門家） Tel:111950 

Ta.1zar.i.1 SYI iss Trust Fu叫， エンジニア．罰繰指導者 T皿 anios~;,, Tru;t F,nd, 
Shふrnsa~fa ariguga (Pro知ICoordinllOr) 

．ブロジェクト詈夏専門 D碑 ESSALAAM 

家

¥¥'RDP, 郭市における収入劃出と P.O Bo'-359()8 DAR ES SALAAM 
Th(-resia P... 如 ma

しての菖産（リサーチャ

ー）

SARDC, 女性のライフ・サイクル SAROC, 
Ro!;C J er.go (Documen国ist) P.O. 恥尺.l25!nDAR ES SALAAM 

M.nist,y ofT rade, 嚢業と女性についての躙 MOT 
E.lm, Mangcsho (Ecoooo,iSI) 

査 P.O.Bo,.9刃)OAR区 SALAAM
Mel沃'149-50

M;nht,yofT四,.
女性への償用貸付につい MOT 

KhMifa Ka,,magi (Tr叫,Po!k,ヒ,pert)
ての讀査 P.0.Bos.950) DAR ES SALAAM 

Tel l50049 

NGO l~Wildlif~Con父nation叙iecyof 1995~1998 Coastal Two Identifying Box.,109¥91 
Tanunia {WCsn, 

Forest Project (Global Important Si『d Tel:24571 Fad 12494 
Alice Btiu1'.ol1 {¥¥'CST C'.o-ordinator) 

Environment Facility & Areas(IBAS) 
FAO) 

Women Re父archand De,;elorme;it l 990~ The Teenage ¥¥RDP, 
Program me (V, ~OP) 

Girls and Reproduction P.0.&1:.35108 DAR ES SALAAM 

Project and Women Life 

Cycle Project 
c印ぼ， 1996~ Traditional P.O.Bo,.77587 DAR ES SALAAM 
区1とtMk鳩izu(faeci,;tiw Dirへtor)

Sugar Processing F立：150920 Tel:111950 
（社会経済／ジェンダー専『9家） (Kilimanjaro) 
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--
実●

名称／氏名（専門）
（プロジェクい内容／

輯告書／薯作笥 遅絡先
期閏、社会ジェンダー分

析の経験専）

M1w叩 Di!.uict氏¥'C"lop瞑 ntfund 穀育開発支盪 P.O. 恥箕.89Mtヽ・ara

(MDDF) 

Ma,as; Education Fund (MEF) 教育関発支援 P.O.Bo,.682 M益 ,si

New,1, o.,,・elopm<nt和nd(NOF) P.O.Bo,;_J9l Neヽ,aJ3

‘
 吟

ー
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5 関連文献リスト

f 

文馘名 薯奮 晃fj年 入手先

霞賽
． . 

~ ~ 

P心tAbolif.hN:知 Women's~tru筵leforEmp恥mぐn1Righls in L. Mi.,t.u.ra.si l!i!>l T A~IW A ; Y.'RDP 

Tanzania 

.. The law四 Violeoceagainst Women in T印 .1..'liJ"In African Women K,ssimS 1991 IDS;V.'ROP 

Transfonna1油l3.00 Di:、,etopmelll 

Chcle11ta C'hekwa —加 Di!cmmaofTなnag~Girls Edited by Zubeda 1994 WRDP 

Turnbo, Masabo & Box. 35108, DSM 

R;t> L;lj<strom 

Violence ag紅nslWorn-en & 0.itdrtn. A ool! なtionof ne~spaptr dipping Si.lmaM釦 lidi 1995 TAMWA 

repotting~>0leocc against women血 1childre11 in Tan,,.uiia. Bo._ 8981, DSM 

証 UmungHeroins M,gl.iene Ng~u & 1991 WRDP 
Be, 四 Koda Bo叉)51⑳,DSM 

''Ge咄 r四 PoヽertyAlie• iat面 in1、aruania:issues from and for re~ ぷhMbugh,ni 1994 UOSM 

"i.n Bagachu MSD 
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